
廼
る
農
地

昨
年
7
月
の
福
島
、
新
潟
豪
雨
で
下
田
地
区

で
は
河
川
や
農
地
が
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。あ

れ
か
ら
1
年
余
り
が
過
ぎ
、
多
く
の
復
旧

現
場
で
は
建
設
機
械
の
音
が
高
ら
か
に
鳴
り
ひ

び
き
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
立
派
に

農
地
が
建
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
先
人
達
が
開
拓
し
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
土
地
は
草
や
樹
木
が
生
い
茂
り
、

太
陽
の
光
も
届
か
ず
、
決
し
て
元
に
戻
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
農
地
が
多
く
見
ら
れ
、
涙
を
流
し

て
泣
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
の
は
、
時

代
の
流
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
（
金
子
）

1≡集市農業委員会だより

ま
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山田宏高さん

深
山
に
囲
ま
れ
た
下
田
地
区

の
笹
岡
で
農
業
を
営
む
山
田
宏

高
さ
ん
（
5
7
）
は
、
「
山
の
珍
果
」

「
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
原
種
」
で

あ
る
こ
く
わ
　
（
サ
ル
ナ
シ
と
も

呼
ぶ
）
を
下
田
地
区
の
特
産
品

に
し
て
地
域
活
性
化
し
よ
う
と

1
3
年
前
か
ら
栽
培
を
始
め
た
。

以
来
こ
く
わ
の
栽
培
と
そ
の

調
理
法
に
研
鐙
を
重
ね
、
3
年

前
に
こ
く
わ
を
使
っ
た
レ
ト
ル

ト
の
カ
レ
ー
や
肉
や
野
菜
に
も

合
う
ソ
ー
ス
に
た
ど
り
つ
い

た
。
そ
し
て
一
昨
年
の
1
1
月
に

農
商
工
連
携
に
よ
り
、
こ
く
わ

加
工
食
品
の
販
売
と
自
宅
裏
に

喫
茶
店
「
こ
く
わ
屋
藤
兵
衛
」

を
開
業
し
た
。
ま
た
、
今
年
に

入
り
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
と
バ
ー

ベ
ー
キ
ュ
ー
ソ
ー
ス
を
開
発
し

こ
く
わ
の
需
要
は
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
る
。

材
で
も
山
で
も
地
域
に

あ
る
も
の
は
全
て
活
か

し
た
い
」
と
い
う
。
そ

れ
は
　
「
若
い
時
の
東
京

暮
ら
し
の
経
験
が
田
舎

の
良
さ
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
た
」
と
話
す
。

今
年
は
1
0
軒
の
農
家

で
栽
培
面
積
は
1
h
a
。

こ
く
わ
は
乾
燥
を
好
ま

ず
、
半
日
陰
地
が
適
作

地
と
い
う
こ
と
か
ら
山

「

こ
く
わ
は
マ
タ
タ
ビ
ほ
ど
知
名
度
は

な
い
が
、
メ
ロ
ン
よ
り
も
甘
く
レ
モ
ン

の
1
0
倍
の
ビ
タ
ミ
ン
C
が
あ
り
、
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
も
含
み
果
実
酒
に
も
適
し

て
お
り
高
級
品
扱
い
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
自
生
分
で
は
需
要
は
ま
か
な
い
き
れ

な
い
と
言
わ
れ
て
い
て
、
全
国
に
自
生

し
て
い
る
割
に
全
国
で
の
取
り
組
み
が

少
な
く
、
期
待
の
大
き
い
市
場
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。

山
田
さ
ん
は
こ
く
わ

以
外
に
も
マ
タ
タ
ど
や

ナ
ツ
ハ
ゼ
も
栽
培
し
て

お
り
、
「
果
実
で
も
木

あ
い
の
休
耕
田
を
利
用
し
て
い
る
。
売

上
も
順
調
で
今
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
を
自
粛
す
る
ほ
ど
。
雌
雄
異
株
で

あ
る
が
、
雌
木
の
苗
木
も
販
売
し
て
い

る
。
4
年
程
度
で
実
を
つ
け
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
。
栽
培
品
種
は
「
デ
ワ
ノ

マ
タ
タ
ビ
」
。

「
こ
く
わ
屋
膝
兵
衛
」

営
業
時
間
1
1
‥
0
0
～
1
6
‥
0
0
ま
で

木
曜
定
休
日

T
E
L
　
4
6
－
4
9
3
1

（大竹）

こくわ（サルナシ）栽培畑

■∴＼、二∵－、　r■．‾▲・∴‾．∴■∴■1∴一∴∵†∴■：L■■．．・’∵∵．∴■・■」■▼．∴＿＿日．．・■∴．・∴・．∵∴㌧二一ノ．11．■■二二l■∵∴∵■r‘■∴‘」∴∴∴∴∵∴㌧∵∴∵1∵∴†1∵∴∴．■丁．∴∵・‾∴．㌧∴∵．■．∴・1・‾・．1・．∴．■1■．．‾■∴＼、二∵

⑳

［
農
業
委
員
会
の
目
標
及
び
そ
の
達
成

に
向
け
た
活
動
の
点
検
・
評
価
、
活
動

計
画
に
つ
い
て
］

農
業
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
、
法

令
、
促
進
事
務
等
に
つ
い
て
、
判
断
の

透
明
性
、
全
国
的
な
公
平
性
、
活
発
な

り
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
で
は
、
毎

年
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
点
検
・
評
価
及

び
目
標
と
そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動
計

画
の
策
定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
策
定
等
に
あ
た
り
、
地
域
の
農

業
者
等
か
ら
意
見
・
要
望
等
を
募
集
し

ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・
要

望
等
は
、
活
動
の
点
検
・
評
価
、
活
動

計
画
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
透

明
性
が
あ
り
、
効
率
・
効
果
的
な
よ
り

よ
い
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

0
2
4
年
度
の
点
検
評
価
（
案
）
の
縦
覧

平
成
2
5
年
4
月
1
日
～
4
月
3
0
日

0
2
5
年
度
の
活
動
計
画
（
案
）
の
縦
覧

平
成
2
5
年
4
月
1
日
～
4
月
3
0
日

○
意
見
・
要
望
等
を
募
集

平
成
2
5
年
4
月
1
日
～
4
月
3

0
日

○
活
動
計
画
の
縦
覧

平
成
2
5
年
6
月
3
日
～

◆
縦
覧
及
び
意
見
・
要
望
等
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
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森
町
集
落
の
お
墓
は
集
落
の
上
手
、

長
禅
寺
の
脇
の
山
裾
に
位
置
し
て
い

る
。
平
成
2
3
年
7
月
2
9
日
の
新
潟
・

福
島
豪
雨
で
珊
軒
程
あ
る
集
落
の
お

墓
の
1
／
3
に
当
た
る
3
3
軒
の
お
墓

が
土
砂
崩
れ
で
甚
大
な
被
害
を
被
っ

た
。
幸
い
に
し
て
、
災
害
を
免
れ
た

墓
地
の
上
部
に
は
太
い
H
鋼
が
等
間

隔
に
打
ち
込
ま
れ
、
そ
の
間
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
板
を
入
れ
二
次
災
害
を
防

い
で
い
る
が
、
現
場
は
今
も
土
砂
崩

れ
の
跡
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
る
。

斎
藤
自
治
会
長
さ
ん
は
、
土
砂
に

埋
も
れ
た
お
墓
の
1
軒
1
軒
を
確
認

し
、
協
議
の
結
果
お
墓
の
近
く
の
別

の
場
所
に
新
し
く
お
墓
を
作
る
こ
と

に
話
が
纏
ま
っ
た
。
造
成
場
所
が
農

振
農
用
地
畑
で
あ
る
為
に
、
平
成
2
3

年
1
1
月
に
農
振
除
外
を
申
し
出
、
平

成
飢
年
4
月
に
回
答
が
あ
り
、
公
告

縦
覧
を
終
え
て
、
6
月
1
0
日
農
地
法

第
5
条
許
可
申
請
の
手
続
き
を
と
り
、

7
月
1
8
日
に
転
用
許
可
と
な
る
。
合

（

わ
せ
て
環
境
課
へ
墓
地
造
成
の
許
可

申
請
の
手
続
き
を
と
っ
た
。

地
元
で
は
お
墓
参
り
を
春
・
秋
の

彼
岸
だ
け
で
な
く
、
お
盆
に
お
参
り

を
す
る
習
慣
が
あ
る
。
許
可
申
請
の

手
続
き
に
長
時
間
費
や
し
た
も
の

の
、
短
期
間
で
工
事
が
完
了
し
、
新

し
い
お
墓
で
盆
参
り
が
出
来
た
の
も

農
業
委
員
会
の
御
蔭
と
感
謝
の
言
葉

を
戴
い
た
が
、
自
治
会
長
さ
ん
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
と
気
持
ち
良
く

用
地
を
提
供
さ
れ
た
地
権
者
、
森
町

集
落
皆
さ
ん
の
熱
意
に
他
な
ら
な
い

と
思
い
つ
つ
墓
地
を
後
に
し
た
。

（
阿
部
眞
）

森町自治会長

斎藤清栄さん

再建された集落墓地

∴′∴∴TL L∴J二：㍉．．∴’∴J∵∵∴∴一㌧■′∴．～●．こ．、‘LT．1㌧．■．∴∴■亡．■．∴∵：・．、二二二’∴∴∴．∵∵∴∵∴∴∴‘∴

土砂崩れでの被害

了∴∵∴■‘■・∴HJ∴ご、‘・∴∴∴・∴ノ二・∴‘I・∴　＿

一
。
了
∴
，

九
月
一
日
午
後
一
時
か
ら
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
担
当
地
域
農
業
委
員
と
他
一
名
の
二
人
体
制

で
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
、
農
地
の
違
反
転
用

の
早
期
発
見
を
主
体
に
、
こ
れ
ら
の
是
正
指
導

を
目
的
と
し
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
今
年
は
重

点
地
域
を
下
田
地
域
と
し
て
実
施
し
た
。
事
前

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
重
点
箇
所
を
見
て
廻
っ

た
。
全
般
的
に
良
く
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
春

先
一
回
だ
け
の
草
刈
り
で
草
丈
が
1
m
ほ
ど
の

と
こ
ろ
や
、
山
林
化
し
て
い
る
様
な
所
が
数
ヶ

所
あ
っ
た
。
特
に
山
間
地
域
に
お
い
て
は
平
場

と
違
い
、
未
整
備
地
が
多
く
農
業
者
の
高
齢
化

や
、
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
維
持
管
理
も
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
保
全
管
理
も

や
っ
と
の
所
が
多
く
み
ら
れ
た
。
今
後
こ
の
よ

う
な
農
地

が
耕
作
放

棄
農
地
に

な
ら
な
い

よ
う
に
農

家
と
と
も

に
、
課
題

解
消
に
向

け
て
活
動

し
た
い
も

の
で
す
。

（
蒲
揮
）



V。．．152。12．12．12向匂尊

就
任
に
あ
た
っ
て

会
長
代
理

坂
井
　
和
弘

任
期
満
了
に
伴

い
三
条
市
農
業
委

ち
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
農
業
所
得
向

上
と
農
業
の
確
立
に
向
け
頑
張
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

員
が
改
選
さ
れ
五
月
よ
り
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初
総
会
で
会
長
代

理
と
い
う
大
役
を
拝
命
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
会
長
を
補
佐
し
三
条
市
農
業

の
発
展
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
努
力

い
た
し
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
し
半
年
経
過

し
ま
し
た
。
今
年
は
年
明
け
か
ら
大
雪
、

四
月
に
は
爆
弾
低
気
圧
の
通
過
で
育
苗

施
設
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た

梅
雨
明
け
か
ら
は
昨
年
以
上
の
猛
暑
、

農
作
物
の
管
理
に
は
苦
労
し
ま
し
た
が

稲
作
に
つ
い
て
は
県
内
全
体
で
品
質
の

低
下
す
る
中
で
、
三
条
地
域
で
は
高
品

質
を
維
持
で
き
た
事
は
皆
さ
ん
の
努
力

の
結
果
だ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
私
達

農
業
者
を
取
り
巻
く
現
状
は
厳
し
く
、

高
齢
化
の
進
む
一
方
で
後
継
者
不
足
、

増
え
る
耕
作
放
棄
地
対
策
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
、
T
P
P
交
渉
の
ゆ
く
え

等
、
多
く
の
難
問
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
国
の
農
業
再
生
計
画
で
新
た
に
今

年
度
か
ら
「
人
、
農
地
プ
ラ
ン
」
　
の
取

組
も
始
ま
り
ま
し
た
。
私
ど
も
農
業
委

員
は
農
業
者
の
代
表
と
し
て
先
頭
に
立

昭
和
1
9
年
に
上
越
市
に
発
足
し
、
7
0

年
近
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
敷
地
面
積

は
2
3
㍍
で
東
京
ド
ー
ム
約
5
個
分
あ

り
、
職
員
数
は
1
5
0
人
で
研
究
・
開
発
を

し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
研
究
員
よ
り
3
品
種
の
稲

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
み
ず
ほ
の
輝
き

い
も
ち
病
に
強
く
耐
倒
伏
性
は
や
や

強
い
、
食
味
検
査
結
果
（
平
成
1
2
年
～

1
9
年
、
8
年
間
の
平
均
）
で
は
炊
飯
米

の
外
観
、
食
味
と
も
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

に
優
る
。

上
越
市
お
よ
び
J

A
え
ち
ご
上
越
の
協

定
研
究
お
よ
び
共
同
研
究
の
結
果
「
こ

し
い
ぶ
き
」
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
の
作

期
分
散
に
よ
る
収
穫
作
業
の
集
中
を
回

避
で
き
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。

2
2
年
度
よ
り
、
新
潟
県
で
産
地
品
種

銘
柄
に
指
定
。
平
成
2
4
年
度
は
J
A
え
ち

（

ご
上
越
が
約
4
0
0
㍍
の
生
産
予
定
。
生
産

し
た
　
「
み
ず
ほ
の
輝
」
は
上
越
市
内
の

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
、
そ
の
他
イ
ン

タ
ー
ネ
サ
ト
で
購
入
で
き
る
と
の
こ
と
。

②
笑
み
の
絆

高
温
耐
性
に
優
れ
、
寿
司
米
に
向
く

水
稲
品
種
。
玄
米
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

よ
り
や
や
小
粒
で
、
千
粒
重
も
や
や
軽

く
、
心
自
お
よ
び
背
白
の
発
生
が
少
な

く
、
光
沢
に
優
れ
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
0
年

の
猛
暑
下
に
お
い
て
も
玄
米
の
白
濁
が

少
な
く
、
高
温
に
も
強
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

③
楽
風
米

楽
風
米
は
栽
培
し
や
す
く
清
酒
と
泡

盛
双
方
に
向
く
初
の
酒
造
用
品
種
。
清

酒
の
酒
造
会
社
で
は
、
各
社
の
個
性
を

生
か
し
た
製
品
開
発
の
動
き
が
活
発
化

し
て
お
り
、
高
品
質
で
低
コ
ス
ト
生
産

が
可
能
で
栽
培
し
や
す
い
酒
米
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

泡
盛
の
原
料
の
大
部
分
は
タ
イ
等
か

ら
の
輸
入
米
で
あ
り
、
国
産
米
を
利
用

し
た
高
品
質
な
泡
盛
の
醸
造
が
可
能
と

な
れ
ば
、
希
少
価
値
が
あ
り
安
全
で
安

心
感
の
あ
る
製
品
と
し
て
新
た
な
需
要

が
見
込
め
る
。

そ
の
後
、
展
示
圃
場
へ
移
動
し
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
圃
場
で
は
1
5
0
種
以

上
の
稲
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
こ
こ
で
生
ま
れ
た
品
種
の
　
「
ど

ん
と
こ
い
」
「
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
」
や
全
国

（

で
植
え
ら
れ
て
い
る
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
、

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

変
わ
っ
た
名
前
の
稲
や
草
丈
が
短
か
っ

た
り
、
粒
に
色
が
つ
い
て
い
る
稲
な
ど
、

お
も
し
ろ
い
品
種
の
稲
も
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
多
く
の
品
種
を
守
り
続

け
、
将
来
に
向
け
決
し
て
終
わ
り
の
来

な
い
、
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
研
究
・

開
発
を
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
職
員
の
皆

様
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
　
（
金
子
）

選
挙
人
名
簿
登
録
登
載
申
請
書
を
1
2

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
耕
作
面
積
や

家
族
の
農
業
従
事
日
数
な
ど
の
記
入
の

上
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
に
登
載
申
請
で
き
る
者

の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
平
成

2
5
年
3
月
3
1
日
現
在
で
満
2

0
歳
以
上

の
者

②
1
0
a
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
を
営
む
者

③
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の
同
居
の
親

族
で
、
年
間
お
お
む
ね
6
0
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
者

④
1
0
a
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の

業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
、
年
間
お

お
む
ね
6
0
日
以
上
耕
作
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
者

⑳



農家と収入印紙

店
舗
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
設
備
を
有
し
な
い
農
業
、

林
業
又
は
漁
業
に
従
事
す
る

者
が
、
自
己
の
生
産
物
の
販

売
に
関
し
て
作
成
す
る
受
取

書
は
、
営
業
に
関
し
な
い
受

取
書
に
該
当
し
ま
す
。

（
印
法
別
表
第
1
の
1
7
）

（
印
基
通
別
表
第
一
第
1
7
号
文
書
の
2
4
）

命匂尊V。一．152。，2．，2．12qW¶…山．（．叫

馳官金

◎

…
七
日
、
フ
こ
せ
。
だ
か
ら
米
も

野
菜
も
果
物
も
自
分
で
作
っ
た

物
言
直
接
売
言
分
に
は
〓
ち
ん

け
Y
、
例
え
ば
、
8
号
線
沿
い

の
農
家
が
、
道
路
端
の
建
物
で

売
言
み
た
い
な
〇
七
は
店
舗
セ

し
て
み
な
す
れ
言
の
で
注
意
が

〓
言
ん
だ
て
。

Y
は
言
っ
て
も
8
万
円
仇
上
一

度
に
買
、
フ
み
客
も
い
ね
－
か
も

し
ん
ね
ぇ
曇
。

農
業
委
員
会
活
動
報
告

8
月
6
日

9
［
口

1
7
日

10　　　　　9

月　　　　月

251918122824181312420

日　日　日　日　日　日　日　日　日　日　日

3
1
日

3
1
日

1
1
月
5
日

8
日

1

2
日

1
3
日

30262015

日　日　日　日

1
2
月
6
日

1

8
日

2
1
日

2
7
日

新
規
農
業
委
員
研
修
会

（
新
潟
市
）

地
域
別
農
業
委
員
研
修

（
新
潟
市
）

県
常
任
会
議
員
会
議

（
新
潟
市
）

作
況
調
査

第
1
調
査
部
会

総
会

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

県
常
任
会
議
員
会
議

第
2
調
査
部
会

総
会
・
向
日
葵
編
集
会
議

南
蒲
郡
協
農
業
委
員
研
修
会

県
常
任
会
議
員
会
議

農
政
対
策
部
会

第
3
調
査
部
会
・
農
地
移

動
あ
っ
せ
ん
会
議

総
会
・
正
副
部
会
長
会
議

向
日
葵
編
集
会
議

農
地
移
動
あ
っ
せ
ん
会
議

農
年
加
入
推
進
対
策
会
議

（
新
潟
市
）

農
地
移
動
あ
っ
せ
ん
会
議

市
長
へ
2
5
年
度
農
林
関
係

要
望

向
日
葵
編
集
会
議

県
農
業
委
員
大
会

第
1
調
査
部
会

総
会
・
県
内
研
修（

南
魚
沼
市
）

全
国
農
業
委
員
会
会
長
集
会

（
東
京
都
）

県
常
任
会
議
員
会
議（

予
定
）

第
3
調
査
部
会
　
（
予
定
）

総
会
　
（
予
定
）
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現在65歳の農業者年金加入者の平均余命は、

男性が22年（87歳）、女性が27年（92歳）
です。女性の老後は男性以上に長い道のりです。

日本人の平均余命は、男性84歳、女性89歳と
なっており、農業者年金加入者の平均余命の方
が長くなっています。

農業者年金は女性農業者の長い老後を
しっかりサポートします。

認定農業者で青色申告をしている夫と家族経営
協定を結んで農業経営に参画している妻も保険
料の国庫補助が受けられます。

農業者年金は女性の農業経営への参画を
しっかり応援します！

国民年金の支給額は月額最高6万5千5百円、
夫婦二人で13万1千円です。一方、高齢農家の
家計費は夫婦お二人で23万円が必要となる
データがあります。→　月額約10万円不足！

農業者年金は国民年金の不足分をしっかり
カバーします。

農業者年金へのご加入がご主
人だけでは、先にご主人が亡く
なった時、妻であるあなたの老
後の支えは国民年金だけになっ

てしまいます。
一人一人の備えが大切です。

農業者年金に夫婦で加入した場合と夫のみ加入した場合の比較

夫と妻は同年齢で、農業者年金へは30 歳で保険料月額2万円で通常加入し、

仁＼
盲

で．1⊥二項

農業者年金加入者の平均余命（87歳、女性9 2歳）まで生存するとして比較

65歳～8 7歳の年金額 （夫婦） 88歳～9 2歳の年金額 （妻のみ）

ケース1

○国民年金 ○国民年金
夫 ：月額 6万5千5 百円
妻 ・月額 6 万5 千5 百円

妻 ：月額　 6 万5千5 百円

農業者年金に 計 ：月額 13万1千円 ○農業者年金

夫 の み 加 入 ○農業者年金
夫 ：月額 3万9千円

なし

合計 ：月額 17万円 合計 ：月額 6万5 千5 百円

ケース2

○国民年金 ○国民年金
夫 ：月額　 6 万5千5百円 妻 ：月額　 6 万5 千5 百円

㌧　屯
妻 ：月額　 6 万5 千5 百円 ユ

農業者年金に 計 ：月額 13万1千円 ○農業者年金　　　　　　　　　　 一
『■

t

1f iL⊥∴狭長∋

夫 婦 で加 入 ○農業者年金
夫 ：月額 3 万9千円
妻 ：月額 3 万3 千円
計 ：月額 7 万2千円

妻 ：月額　 3万3 千円 l＿、－．＿．．＿1

・■′誓喜

合計 ：月額 20 万3 千円 合計 ：月額 9 万8 千5 百円

（注）農業者年金の試算額については、65歳までの運用利回り1．35％、65歳以降の予定利率は1．35％として行っています。

⑳



淋
…
‥
‥
‥
〉
巾
那
い
い
郎
い
‥
い
い
い
り
い
′
　
＝
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
…
‥
竹

今
年
新
規
に
農
業
者
年
金

に
加
入
さ
れ
た
安
達
春
代
さ

ん
は
、
三
条
市
中
心
部
よ
り

西
に
5
キ
ロ
ほ
ど
い
っ
た
栄

地
区
泉
新
田
に
お
住
ま
い
で

す
。農

家
に
嫁
が
れ
て
か
ら
、

御
主
人
と
共
に
家
族
で
専
業

農
家
を
営
ま
れ
て
お
ら
れ
、

3
人
の
お
子
様
を
立
派
に
育

て
上
げ
た
優
し
く
活
発
な
お
母
様
で
す
。

農
業
経
営
は
稲
作
を
中
心
に
野
菜
の

販
売
及
び
野
菜
苗
の
販
売
を
手
が
け
、

当
初
は
野
菜
販
売
を
自
ら
売
り
に
で
る

事
に
少
々
た
め
ら
っ
て
お
ら
れ
た
様
で

す
が
、
徐
々
に
慣
れ
、
今
で
は
お
客
様

か
ら
多
く
声
を
か
け
ら
れ
注
文
を
受
け

積
極
的
に
販
売
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

本
一
本
の
野
菜
の
苗
を
愛
情
を
こ
め
な

が
ら
丁
寧
に
育
て
農
業
の
プ
ロ
と
し
て

へ

年
で
も
掛
け
金
を
積
め
ば
少
し
で
も
国

民
年
金
の
上
乗
せ
に
な
る
」
と
思
い
加

入
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
年
金
は
公
的
年
金
で
あ
り
、
税

制
面
で
も
掛
け
金
は
全
額
控
除
が
受
け

ら
れ
、
積
み
立
て
方
式
で
し
っ
か
り
し

て
い
る
基
金
で
あ
る
た
め
安
心
し
て
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
多
く
の
農
業
に
携
わ
る
人

が
安
心
し
て
農
業
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
年
金
体
制
を
充
実
さ
れ
・
る
こ
と
を

期
待
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

＊＊＊＊＊率＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

（
阿
部
新
）
　
場
器
せ
せ
骸
骨
☆
能
瀞
骨
髄
龍
場
服
せ
場
＊

＊
場
器
器
揚
場
瀞
器
龍
瀞
瀞
瀞
瀞
☆

農業者年金の申込みは
農業委員会・JA窓口へ

問い合わせ

三条市農業委員会事務局

JAにいがた南蒲各支店

申込手続きは簡単です。
お気軽にお問い合わ
せください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

命匂尊V。．．152。12．，2．，2柳

農
作
業
を
楽
し
み
な
が
ら

安
く
て
安
心
・
安
全
な
野

菜
を
地
域
の
お
客
様
に
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
農
業
者
年
金
に
加

入
し
た
動
機
は
、
今
ま
で

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

ま
し
た
が
受
給
に
際
し
十

分
で
は
な
い
と
感
じ
た
事

で
し
た
。
し
か
し
以
前
か

ら
興
味
は
あ
っ
た
も
の

の
、
手
続
き
が
面
倒
そ
う

だ
し
年
齢
的
に
も
う
遅
い

の
で
は
と
思
わ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
、
昨
年
の
　
「
向
日

葵
」
を
読
ん
で
、
手
続
き

は
簡
単
そ
う
だ
し
「
後
数

農業者年金の加入者には、国民年金の付加年金（月

額400円）に加入する義務があります。

この付加年金とは、国民年金保険料に上乗せして

納付するもので、月額400円を納付すると、付加年

金として毎年200円×納付月数の付加年金が受給

できます。

例えば、付加保険料を20年間（240月）納付した

場合

支払った付加保険料…月400円×240月＝96，000円

受け取る付加年金（年額ト・200円×240月＝48，000円

つまり、2年間付加年金を受給すると、自分で負

担した保険料を回収できることになります。

○



伽皿叫叫榊V。．．152。12．12．，2命匂黍

農地を売買・貸借・転用する場合には、
農 地 法 に よ る 許 可 が 必 要 と な り ま す 。　　　 ■、’‾、‾■

制 度 の 内 容

農地法 許可が必要な場合 許可申請者 許盲丁
権者 許　 可　 の　 基　 準

3条 農地を耕作目 譲渡人と

曲

・譲受人はその世帯員が申請地を含むすべての農地を効率的に利用し、
的 で売買 ・贈 譲受人 耕作すると認められる。
与 ・貸 借等 す 辰

業
委

・譲受人又はその世帯具が農業経営に必要な農作業に常時従事すると
る場合 認められる。

貝 ・申請地において行う農業内容等からみて、周辺農地の農業上の効率
会
長

的かつ総合的な利用の確保に支障を生ずるおそれがないと認められる。
・譲受人の耕作面積が、申請地を含めて5 0 a以上であること。
・申請地について、賃借権等の使用収益を目的とする権利を有する者が
いないこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほか

4条 農地の所有者 転用を行う

農
巣 ．
要
芸

長

市街地に近接 した農地や生産力の低い農地等か ら順次転用されるよ
が農地を転用 者 （農地 所 う誘導するため、立地基準 （農地区分）と一般基準 により転用の可
する場合 有者） 否が半lJ断されます。

地基 準 】

5条 農地を所有者
以外の者が転
用 し、所有 権．、・
の移転又は賃
借権等の設定
をする場合

売主 （農 地

・所 有者 ）と
買主 （転 用
事業者）

農地区分 要　　　 件 許可の方針

農振農用地
市が定める農業振興地域整備
計画において農用地 区域 とさ 原則不許可違反転用 した り、許可どおりに

転用 しなかっ犬

♯ 芸 岩 男 慧 芸

こら…

の 命 令 、

が あ り ま す 。

れた区域内の農地

第 1種農地
・集団農地 （10 ha以上）

・農業公共投資対象農地

原則不許可
（土地収用法対象

・生産力の高い農地 事業等は例外）

第 2 種農地

・農業公共投資の対象となっ
ていない小集団の生産力の 第 3 種農地に

∵群

小′

材置き場にした　　　　×青空駐車場にした 低い農地

・市街地 として発展する可能
性のある農地

立地困難な場
合に許可

　 ●

×産廃の捨て場にした
第 3 種農地

・郡市的整備がされた区域内
の農地

・市街地にある農地

原則許可

般基準 （主なもの）

事 ・資力と信用があるか
被

・土砂の流出 ・崩壊等災害 ・一時転用後、耕作さ

業 ・転用の妨げとなる権利を有する を発生させる心配はない れることが確実か
実
施

者の同意があるか 全
円

か 時 ・所有権以外の権利設

の
確
実
性

・遅滞なく転用されるか

・他法令による許認可が得 られる
見込みがあるか　 ほか

防

除

・周辺の営農条件 に支障が
ないか　 ほか 転

用

定か

◎農業用施設等に関する許可の例外

農地の保全及び利用の増進（農道・水路等）や、2a未満の農地を農業用施設（農作業所・農機具格納庫等）

用地として利用する場合は許可不要です。代わって農業委員会への申請を行って下さい。

◎
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プロ仕様の育苗用土作りを
ご紹介します。

簡単にできます。ポイントは
水分調整です。

用意するもの

田んぼか畑の土　わら

米ぬか　くん炭

※土は60℃で発酵させるの

で雑草や種子が入ってい

てもかまわない。

1土を広げる

3水をかける

遠
望
蔓
【
遥
眉
■
竜
一
曇
喜
羞
竃
実
竜
眉
凛
竃
蔦
葛
蔓
扁
蓋
竃
蔓
竜
室
凛
竃
慧
竜
蔓
眉
一
項
月
曇
雲
q
▲
雲
岩
室
蔓
眉
蔓
喜
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作業手順

1　土を円形に20cm前後の高さで広げる。

2　米ぬか（10cm）→わら（薄く）→くん炭（1cm以内）の順で敷く。
（土：米ぬかは2：1～1：1）

3　ジョーロで水を均等にやる。（水分量55％にする）
※1から3を繰り返す。

4　ビニールシートを上からかぶせる。

5　温度計を挿し60℃になったら切り返し。
※5を2・3回繰り返したら完成（60℃にならなくなったら完成）

2米ぬかわらを敷く

重要！水分調整

・ゴム手袋で土をギュッと握り、
指の間から土が少し出る程度が
水分55％の状態。

・水分50％でも60％でも発酵温
度60℃にはならない。

・くん炭が多いと70℃までいき、
切り返しの
回数が増える。

プロの技おまけ！ダイコン編

ダイコンの収穫は

ネジを外す要領で

時計回りの反対に

回しながら抜くと

驚くほど簡単に抜

けます。

くん炭を敷く

20日大根生育実験

発酵がうまくいけば、
20日大根が肥料なし
で育ちます。・

ダイコン収穫後の畝の穴に土を入
れます。そこに新たにダイコンの
種を蒔きます。畝作りも不要でき
れいなダイコンができますよ。
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農
地
に
つ
い
て
、
「
売
り
た
い
」
「
買

い
た
い
」
「
貸
し
付
け
た
い
」
「
借
り
受

け
た
い
」
な
ど
の
農
地
移
動
の
あ
っ
せ

ん
は
農
業
委
員
又
は
農
業
委
員
会
へ
申

し
出
く
だ
さ
い
。

●
事
業
要
件
（
売
買
に
関
連
し
て
）

①
農
振
農
用
区
域
内
の
農
地
で
あ
る
こ

と
。

②
譲
受
人
が
譲
受
後
の
経
営
面
積
が
基

準
面
積
以
上
で
あ
る
こ
と
。

地区別 経営基準面積

三条地区 160 a

栄 地 区 ‘180 a

下田地区 110 a

※経営基準面積以下でも、
農業従事者1人当りの農
業所得が200万円を超
える場合は、基準相当と
みなします。

③
譲
受
人
が
農
業
に
よ
っ
て
自
立
し
よ

う
と
す
る
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
農

業
を
営
む
者
で
あ
る
こ
と
。

④
売
渡
し
又
は
貸
し
付
け
の
相
手
方
を

指
定
し
な
い
こ
と
。

⑤
実
質
的
な
契
約
が
な
さ
れ
て
な
い
こ

と
。

⑥
不
動
産
業
者
等
が
介
入
し
て
な
い
こ

と
。

⑦
そ
の
他
あ
っ
せ
ん
事
業
の
対
象
と
し

て
不
適
切
な
事
実
が
な
い
こ
と
。

●
優
遇
措
置

①
農
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
所
得
税
の

8
0
0
万
円
特
別
控
除

②
譲
受
人
は
登
録
免
許
税
や
不
動
産
取

得
税
の
軽
減

③
所
有
権
移
転
手
続
き
は
農
業
委
員
会

が
行
う

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
…

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
は
簡
単
で
す
。
農
業
委
員
会
の

窓
口
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

※登記完了を確認できる
書類等を持参願います。

二二＿∵1▲二胤瓜二二Jm抗・ここがてこ1

農
業
委
員
会
で
は
、
相
続
し
た
方
が

自
分
で
耕
作
等
で
き
な
い
場
合
に
、
農

地
の
管
理
に
つ
い
て
の
ご
相
談
や
、
地

元
で
借
り
手
を
探
す
な
ど
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

●申請書の締切日は毎月10日です

農地の所有権移転の許

可申請や農地転用許可

申請などの締め切りは

毎月10日（10日が休日

の場合は翌日）となっ

ています。
付

農地の売買、貸借などの締め切り日

農地法第3条、4条、5条、

基盤強化法関係

1月10日休）　2月12日㈹

3月11日伯）　4月10日休）

5月10日怯）　6月10日胴）

総　会　開　催　日

1月31日休）　2月28日㈱

3月28日㈱　　4月30日（州

5月31日徐）　6月28日睡）
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◆
◇
◆
◇
編
集
後
記
◆
◇
◆
◇

◎

今
年
は
春
の
爆
弾
低
気
圧
に
始
ま
り

夏
は
日
照
り
で
猛
暑
と
、
近
年
天
候
の

大
き
な
変
化
に
対
応
を
苦
慮
す
る
状
況

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ぞ
や
農
家
の

方
々
は
気
の
休
ま
ら
な
い
日
々
を
過
ご

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
中
で

も
今
年
の
作
柄
は
1
0
年
ぶ
り
の
豊
作
。

農
家
の
努
力
が
報
わ
れ
て
一
安
心
で
す
。

さ
て
、
9
月
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
た
の
で
す
が
、
保
全
管
理
の
農

地
が
あ
ま
り
に
も
草
ボ
ウ
ボ
ウ
と
な
っ

て
い
る
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
こ
れ

は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
悲
し
く
な

り
ま
し
た
。
ど
う
か
適
切
な
管
理
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

農
地
は
未
来
の
人
か
ら
の
預
か
り
も

の
で
す
。
大
切
に
管
理
し
て
次
の
世
代

に
良
い
農
地
だ
よ
と
胸
を
張
っ
て
渡
せ

る
よ
ゝ
つ
に
し
ま
し
ょ
、
つ
。

第
1
4
号
の
会
長
名
が
誤
っ
て
い
ま
し

た
。
正
し
く
は
野
崎
文
夫
で
訂
正
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

来
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
編

集
委
員
一
同
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

委
員
長
　
大
竹
　
正
信

副
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長
　
田
遵
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員
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